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第一章 業務概要 

 

１ 件 名 

   小樽（部）色ふ頭高圧受電設備新設調査設計業務 

 

２ 履行期限 

   契約締結日から令和９年２月２５日（木）まで 

（１） 実施設計 令和９年１月２９日 

（２） 積  算 令和９年２月２５日 

 

３ 設計対象の住所及び建物名 

小樽港色内ふ頭高圧受電設備等（北海道小樽市色内３丁目 色内ふ頭） 

 

４ 業務内容 

   本業務は、巡視船の陸上電源設備の新設の仕様書及び図面を作成のうえ、総工事

費の算出に係る積算業務を行なうもの。 

 

５ 成果品の納品 

第一管区海上保安本部 経理補給部経理課 営繕係 

所在地 ： 〒047-8560 小樽市港町 5番 2号（小樽地方合同庁舎） 

電 話 ： 0134-27-0118（内線 2226，2227，2228） 



第二章 一般共通事項 

 

１ 一般事項 

（１） 受注者は、「設計・測量・調査等業務監督・検査事務処理要領（以下「事務

処理要領」という。）に従った監督・検査体制のもとで業務を履行しなければ

ならない。また、受注者はこれら監督・検査（完成検査・既済部分検査等）に

あたっては、予算決算及び会計令（以下「予決令」という。）第 101条の 3及

び 4に基づくものであることを認識しなければならない。  

（２） 特記仕様書、図面、共通仕様書又は指示や協議等の間に相違がある場合、

又は図面からの読み取りと図面に書かれた数字が相違する場合など、業務の遂

行に支障を生じたり、今後相違することが想定される場合、受注者は監督職員

に確認して指示を受けなければならない。 

 

２ 業務の範囲 

業務の範囲は、特記仕様に定めるところによる。 

 

３ 監督職員 

   監督職員とは、請負契約書に示された監督職員をいう。 

 

４ 設計図書の作成 

（１） 設計図書の作成は、国土交通省大臣官房技術調査課：CAD 製図基準に関す

るガイドラインにより行うものとする。 

（２） 特記仕様書において適用される基準類により難い特殊な工法、材料、製品

等を採用しようとする場合には、あらかじめ監督員と協議し、承認を受けなけ

ればならない。 

（３） 設計図書には、特定の製品名、製造社名、又はこれらを推定されるように

記載してはならない。 

 

５ 工程表等の提出 

設計者は、次の(１)から(３)までに掲げる書類を提出し、監督員の承認を受けな

ければならない。 

（１） 工程表 

（２） 担当主任技術者一覧表 

（３） その他、監督職員が必要に応じ指定する書類 

 

 



６ 打合せ及び記録 

（１） 設計者は、監督職員と設計等に関する打合せを行った時は、その結果を記

録し、監督職員へ提出しなければならない。 

（２） 設計者は、設計に関し関係官公庁と打合せを行った時は、その内容を記録

し、速やかに監督職員へ提出しなければならない。 

 

７ 疑義に対する協議 

   本仕様書及び図面に疑義が生じた場合は、速やかに監督職員と協議を行い、その

指示に従う。 

 

８ 図面の貸与 

（１） 設計に必要な図面、その他関係資料（以下「資料」という。）の貸与は、特

記仕様書に定めるところによる。 

（２） 設計者は、貸与を受けた資料を紛失、汚損しないよう取り扱うものとし、

これを公表し、貸与し、又は複製してはならない。ただし監督員の承諾を受け

たときは、この限りではない。 

 

９ 検査 

受注者は、設計業務が完了した時は、検査職員による検査を受けなければならな

い。 

 

１０ その他 

（１） 業務の実施にあたっては、監督職員と十分な連絡を保つものとする。 

（２） 数量積算業務は、監督職員の承認を得た図面をもって行うものとする。 

（３） 第一管区海上保安本部入札・見積者心得を遵守すること。 

（４） 本仕様書の条件に定めがない事項は、「第一管区海上保安本部入札・見積者

心得」に準拠するものとする。 

（５） 本仕様書に定めがない事項及び本仕様書に疑義が生じた場合は、担当職員

と協議し、その指示に従うこと。 

（６） 支払いは検査職員による検査完了後一括払いとする。 



第三章 特記仕様 

 

本設計業務は、本仕様書及び図面によるほか、本仕様書に定めのない事項にあっ

ては、国土交通省が定めた「公共建築設計業務委託共通仕様書」「土木設計業務等

共通仕様書」「公共建築工事標準仕様書」「土木工事共通仕様書」等によるものとす

る。 

 

１ 仕様書及び図面の作成 

（１） 小樽港色内ふ頭の巡視船用陸上電源設備の新設について、仕様書及び図面

を作成する。 

なお、機器（高圧受電設備）及び給水設備については、設計から除くものと

する。 

（２） 工事の工法等が複数ある場合は、工期及び工事費（経済性）等を考慮し比

較検討を行ったうえで設計する。なお、設置個所及び埋設ルートについて、大

幅に変更となる場合は別途協議を行う。 

（３） 工事予算額については別途指示する。 

（４） （１）の仕様書及び図面については、令和９年１月２９日までに作成し、

データにて提出すること。 

 

２ 工事費の算出 

（１） 工事数量調書の作成 

   工事発注に必要な数量を実施設計図から算出し、算出根拠を示す資料を添付し

た内訳書を作成する。 

（２） 積算内訳書の作成 

以下に指定する国土交通省積算基準等に基づき、積算内訳書を作成する。積算

内訳書の様式については、当本部指定の Excel様式とする。 

 

・公共建築工事積算基準 

・土木工事標準積算基準書 

・港湾土木請負工事積算基準 

・建築機械等損料表（日本建設機械施工協会） 

・月刊 建設物価（建設物価調査会） 

・月刊 積算資料（経済調査会） 

・季刊 建築施工単価（経済調査会） 

・季刊 建築コスト情報（建設物価調査会） 

 



３ 参考資料提示 

   ・既設図面 

   ・当該岸壁の平面図及び断面図 

   ・新設機器の図面 

 

４ 成果品一覧 

（１） 各種電子データを納めた CD-R等電子記録媒体 

     （JW-CAD及び PDFデータ並びに積算資料等一式） １部 

  （２） 設計図（Ａ３版 二つ折り製本） ３部 

  （３） 数量内訳書及び数量調書等 １部 

  （４） 数量表 １部 

（５） 積算内訳書 １部 

  （６） 積算根拠資料（参考見積書等） １部 

  （７） 打合せ記録等作成し、都度メール送付のうえ提出ファイルに格納 

  （８） 各官公署等に提出する必要な書類の作成等 

 

 ※１ 上記（３）～（８）については（１）に書込むとともにチューブファイル

等に納め紙面で提出すること。 

 ※２ （６）のにおいては、「２，（２）」で指定したものにない価格においては、

市価（見積書）とすることができる。なお、市価（見積書）採用時は２者以上

から徴取すること。 

 

５ 設計の進め方 

（１） 事前協議 

（２） 現地調査 

（３） 設計、積算 

（４） 設計の説明（監督職員に対する設計内容説明） 

     中間報告（時期・場所は協議）、最終報告（時期・場所は協議） 

（５） 成果品提出（検査職員による納品検査） 

 

６ その他 

（１） 工事に必要な届出書類等の作成及び提出を行うこと。 

（２） 関係先との調整、打合せ立会、設計内容の説明及び打合せ記録の作成等を

行うこと。 



一級建築士事務所　東京都知事登録　第4952号

一級建築士大臣登録　第228075号　福本　鋼治
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